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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流駆動される車両のアキュムレータ装置（７０）の充電端子（１２）と分離可能に接
続されるように構成された出力端子（１０）と、交流低電圧供給網の電源端子（２２）と
分離可能に接続するように構成された給電端子（２０）と、を有する電気接続装置におい
て、
　前記電気接続装置には、ケーブル（４２）が巻き取り可能に備えられており、
　前記電気接続装置は、前記給電端子（２０）の交流電圧を前記アキュムレータ装置（７
０）に適した直流電圧に変換するように構成された交流電圧／直流電圧変換器（３０）を
有し、
　前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）は、高さが調節可能な直流電圧を出力するよう
に構成され、
　前記出力端子（１０）に第１のセンサが設けられ、前記交流電圧／直流電圧変換器（３
０）に第２のセンサが設けられ、
　前記第１のセンサは、前記出力端子（１０）がこれに接続可能な前記充電端子（１２）
に差し込まれているか否かを電子的または機械的に検出するように構成されており、前記
第２のセンサは、前記ケーブル（４２）が完全に巻き取られた状態にあるか否かを電子的
または機械的に検出するように構成されており、
　前記電気接続装置が前記充電端子（１２）と接続されていることが検出される場合であ
って、かつ、前記ケーブル（４２）が完全に巻き取られた状態にないことが検出される場
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合、車両の走行動作が阻止される、
ことを特徴とする電気接続装置。
【請求項２】
　前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）は、電圧の高さを目標値として規定する値が記
憶されたメモリを有する、
請求項１に記載の電気接続装置。
【請求項３】
　前記ケーブル（４２）を完全に収容するように構成されたケーブルドラム（３６）およ
びさらなるケーブル（４０）を有し、
　前記ケーブル（４２）および前記さらなるケーブル（４０）は、前記出力端子（１０）
を前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）を介して前記給電端子（２０）と接続する、
請求項１または２に記載の電気接続装置。
【請求項４】
　前記出力端子（１０）は、前記出力端子（１０）に接続可能な充電端子（１２）のデー
タインタフェース（４８）に接続するように構成されたデータインタフェース（４６）を
有し、
　前記電気接続装置は、前記出力端子（１０）のデータインタフェース（４６）を介して
出力センサデータまたは出力制御データを前記充電端子（１２）のデータインタフェース
（４８）に出力するように構成されており、前記出力センサデータは、前記出力端子（１
０）の差し込み状態を表し、前記出力制御データは、走行動作阻止命令を表し、
　および／または
　前記電気接続装置は、前記出力端子（１０）のデータインタフェース（４６）を介して
前記充電端子（１２）のデータインタフェース（４８）からの入力制御データを受信する
ように構成されており、前記入力制御データは、前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）
による変換のために設定される目標充電電圧を表す、
請求項１に記載の電気接続装置。
【請求項５】
　前記出力端子（１０）は、ハイブリッド自家用車または電気自家用車のアキュムレータ
装置（７０）の充電端子（１２）と接続するように構成されている、
請求項１から４までのいずれか１項に記載の電気接続装置。
【請求項６】
　電流駆動される車両のアキュムレータ装置（７０）を、電気接続装置により充電するた
めの方法であって、
　前記電気接続装置は、アキュムレータ装置（７０）の充電端子（１２）と分離可能に接
続されるように構成された出力端子（１０）と、交流低電圧供給網の電源端子（２２）と
分離可能に接続するように構成された給電端子（２０）と、を有し、
　前記電気接続装置には、ケーブル（４２）が巻き取り可能に備えられており、
　前記給電端子（２０）の交流電圧は、前記アキュムレータ装置（７０）に適した直流電
圧に、前記電気接続装置の交流電圧／直流電圧変換器（３０）によって変換され、
　前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）は、高さが調節可能な直流電圧を出力するよう
に構成され、
　前記直流電圧が、前記出力端子（１０）を介して前記充電端子（１２）に供給される方
法において、
　前記電気接続装置は前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）も含めて、充電中は車両の
外に設けられており、充電中に前記出力端子（１０）は前記充電端子（１２）と分離可能
に接続されており、
　前記方法は、
　前記出力端子（１０）がこれに接続可能な前記充電端子（１２）に差し込まれていると
いう差し込み状態および前記ケーブル（４２）が完全に巻き取られていないという引き出
し状態を検出するステップと、



(3) JP 5840615 B2 2016.1.6

10

20

30

40

50

　前記検出ステップにより、前記電気接続装置が前記充電端子（１２）と接続されている
ことが検出される場合であって、かつ、前記ケーブル（４２）が完全に巻き取られた状態
にないことが検出される場合、車両の走行動作を阻止するステップと、
を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記阻止は、車両または車両の制御部への前記電気接続装置による阻止命令の形成と通
知を含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記阻止命令は、前記出力端子（１０）のデータインタフェース（４６）を介して通知
され、
　前記電気接続装置は、前記出力端子（１０）を前記充電端子（１２）から取り外す際に
前記充電端子（１２）のデータインタフェース（４８）から分離され、前記出力端子（１
０）を前記充電端子（１２）に差し込む際に前記充電端子（１２）の前記データインタフ
ェース（４８）と接続される、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）は、電圧の高さを前記交流電圧／直流電圧変換
器（３０）に対する目標値として入力することのできる入力端を有する、
請求項１に記載の電気接続装置。
【請求項１０】
　前記交流電圧／直流電圧変換器（３０）は、位置により電圧の高さを目標値として規定
するスイッチまたはポテンシオメータを有する、
請求項１に記載の電気接続装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハイブリッド車両および電気車両のための接続装置ならびにハイブリッド車
両および電気車両のための充電方法、とりわけ供給電源の電気負荷による充電方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ハイブリッド車両および電気車両を接続ケーブルにより供給電源によって充電すること
は公知である。供給電源は２３０Ｖの交流（または他の標準化された電圧値、たとえば１
１０Ｖ）を提供するが、これは第１に電圧が高すぎるため、第２に交流電圧であるため、
電気駆動される車両のアキュムレータを直接充電するのには適しない。電気駆動車両を駆
動するためのアキュムレータ装置は直流電圧を必要とし、充電電流は直流電圧の高さによ
って決められる。
【０００３】
　したがってアキュムレータ装置を交流電圧供給網によって充電するためには、交流／直
流変換器を設ける必要があり、この変換器が一方では整流を行い、他方では調整可能な高
さまたは適切な高さの直流電圧を提供する。充電機構とは関係なく、直流電圧を前もって
設定しておくこともできる。しかし実効電圧値が通常の２３０Ｖまたは１１０Ｖの供給電
源では、単に整流するだけでは適切な電圧レベルに達することができない。
【０００４】
　したがって従来技術によればアキュムレータ装置に設けられた、一般的には車両内に設
けられた交流／直流変換器が必要である。
【０００５】
　したがって公知の充電過程では、交流電圧供給網と車両との接続が単純なケーブルによ
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って行われ、このケーブルを介して車両がアキュムレータの充電のために交流電圧供給網
と接続される。一方で、変換部ならびに適切な電圧レベルへの適合部は車両内に設けられ
ており、供給網が異なる場合には互換性の問題がある。とりわけ車両が供給電圧の異なる
国に輸出される場合に問題である。他方では、交流／直流変換器はアキュムレータ装置に
対しても、車両が運転される予定の地域の供給網の電圧に対しても専用に設計しなければ
ならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって本発明の課題は、簡単な電気接続装置と、アキュムレータ装置を充電するた
めの簡単な方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、独立請求項の対象によって解決される。
【０００８】
　本発明の基礎とする技術思想は、交流／直流変換器を従来技術のようにアキュムレータ
装置またはアキュムレータ装置が存在する車両に設けるのではなく、所要の変換部および
変換器自体も車両の外に設けることである。すなわち交流低電圧供給網の固定の電源端子
と車両の充電端子とを接続するための電気接続装置内に設けるのである。
【０００９】
　したがって本発明によれば電気接続装置は、この電気接続装置を電源端子に接続するこ
とのできる電源コネクタを有する。同じように本発明の電気接続装置は、充電端子と接続
することのできる出力端子を有する。電源端子も車両の充電端子も電気接続装置の一部で
はなく、接続装置の電源コネクタまたは出力端子に対して互換性のある接続エレメントで
ある。したがって充電中に電源コネクタは（ロック可能かつ脱着可能な）コネクタによっ
て電源端子と、たとえば通常の電源プラグを介して接続され、出力端子は（ロック可能か
つ脱着可能な）コネクタを介して車両の充電端子と接続される。ここで車両および供給網
との接続は分離することができる。接続装置の電源コネクタと出力端子との間に交流／直
流変換器が設けられており、変換器の入力端は電源コネクタと接続されており、変換器の
出力端は出力端子と接続されている。さらに電気接続装置は少なくとも１つのケーブルを
有する。少なくとも１つのケーブルは電源コネクタと変換器との間に設けることができ、
少なくとも１つのケーブルは、変換器を出力端子と接続する別のケーブルを有することが
できる。電気接続装置はさらに、ケーブルを収容するためのケーブルドラムを有すること
ができ、このケーブルドラムにより少なくとも１つのケーブル（好ましくは少なくとも１
つのケーブルの全ケーブル部分）を巻き取ることができる。このケーブルドラム内に、ま
たはケーブルドラムに交流／直流変換器が固定して設けられており、出力される直流電圧
を所望の充電モードにしたがって調整することができる。同じように変換器は好ましくは
、交流電圧および／また周波数が異なっていても、それにより出力電圧が変化することな
く（同じ構成で）動作するよう構成されている。とりわけ変換器は好ましくは、周波数が
５０または６０Ｈｚの１１０Ｖ電源にも２３０Ｖ電源にも接続することができ、出力端子
に出力される出力直流電圧を調整することができるよう構成されている。
【００１０】
　本発明の接続装置には簡単にさらなる保安機構を設けることができる。この保安機構は
、出力端子がまだ充電端子に差し込まれているか否か、またはケーブルの少なくとも一部
がケーブルドラムの外にあるか否かをまず求め、そこから車両が少なくとも機械的に接続
装置と接続されていることを推定する。肯定の場合には、接続装置がまだ車両から解除さ
れておらず、データインタフェースまたは制御インタフェースを介して電気接続装置は車
両が走行動作に移行するのを阻止することができる。このことはたとえば、出力端子と充
電端子との間にまだ存在する接続を介して車両へ通知される電気接続装置の命令によって
行われ、これにより車両の走行動作制御部は走行動作をロックすべきとの情報を受け取る
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。
【００１１】
　さらに接続装置によりデータ交換を行うことができ、このデータ交換では充電端子また
は車両自体が制御部を介してデータを電気接続装置または変換器に通知し、これにより変
換器を車両の望む充電電圧で充電する。同じようにして車両制御部または車両の充電コン
トロール部から充電端子と出力端子、さらにこのようにして設けられたデータインタフェ
ースを介して変換器に、所望の充電モードを指示するパラメータまたは制御命令を伝送す
ることができる。この種の充電モードはたとえば充電または維持充電を表すことができ、
変換器はこの命令にしたがって調節され、対応する電流および／または対応する電圧を出
力端子に出力する。これにより電気接続装置をユニバーサルに使用することができる。な
ぜなら電気接続装置が専用のアキュムレータ形式に設定されるのではなく、対応する車両
により自由に構築できるからである。これにより、本発明の電気接続装置を多数の車両モ
デルに対して使用することができる。
【００１２】
　同じように、充電モードをデータ接続部を介して接続装置に通知することができれば、
同じ電気接続装置を多数の充電モードに対して使用することができる。とくに簡単な実施
形態では、標準化されたデータ伝送プロトコルを介して電圧値が接続装置に出力され、こ
の電圧値が変換器に対する目標値として適用される。この種の電圧値の伝送を繰り返すこ
とにより、各任意の電圧プロフィールまたは任意の充電モードを車両の制御部から調整す
ることができる。これにより本発明の接続装置の変換器は、各所望の電圧を出力端子を介
して車両のアキュムレータに出力することができる。ここでは標準化されたデータインタ
フェースが必要なだけであり、このデータインタフェースは好ましくはケーブルにまとめ
られているか（たとえばＵＳＢ端子の形で）、または無線インタフェースを介する接続ま
たは磁気誘導による接続、または赤外線インタフェースを介する接続とすることができる
。しかしケーブルによるデータインタフェースも使用することができ、機構的に出力端子
内（または相補的に充電端子内）に設けられ、電力端子に並列のコネクタとすることがで
きる。電力端子を介して充電電圧または充電電流が車両に導かれる。データインタフェー
スまたは出力端子内の押出成形部（たとえばコネクタ）は好ましくは、出力端子の接続要
素と機械的に結合されている。出力端子を介して接続装置が車両に接続されると、充電電
流が変換器から車両に導かれる。
【００１３】
　したがって本発明の電気接続装置は、電流により駆動される車両のアキュムレータ装置
の充電端子と分離可能に接続するように構成された出力端子を有する。さらに電気接続装
置は、交流低電圧供給網の電源端子と分離可能に接続するよう構成された給電端子を有す
る。したがって電気接続装置の出力端子と、これと接続される車両の充電端子とは相補的
な接続要素である。同じように電気接続装置の給電端子と交流低電圧供給網の電源端子と
は互いに相補的である。交流低電圧供給網の電源端子は通例、２３０Ｖまたは１１０Ｖの
交流電源コネクタであり、これと給電端子は相補的である。たとえば電源端子は通例、２
３０Ｖ交流コンセントの形状を有し、したがって給電端子は通常の電源プラグとして構成
されている。好ましくは出力端子の形状は、間違えを回避するため給電端子とは異なる。
【００１４】
　本発明の電気接続装置は、ＡＣ／ＤＣコンバータとも称される交流／直流変換器を有す
る。変換器は好ましくは、所望の充電電流により実現される定格出力を有し、たとえば少
なくとも０．５ｋＷ、１ｋＷ、２ｋＷ、５ｋＷまたは１０ｋＷである。交流／直流変換器
の入力端は好ましくは２相に構成されているが、３相端子を設けることもできる。３相端
子の場合、本発明の接続装置の給電端子も３相電流端子として構成され、通常の３相交流
ソケットと接続することができる。本発明の接続装置の変換器は、給電端子の交流電圧を
アキュムレータ装置に適した直流電圧に変換するように構成されている。このために変換
器は、出力電圧を選べるように構成または調整可能である。
【００１５】
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　出力端子は好ましくは２極のコネクタ要素を有し、これにより接続装置は車両の充電端
子に接続することができる。そのためには十分な断面積を備えるケーブルが適しており、
少なくとも５Ａ、１０Ａ、２０Ａまたは５０Ａの電流を伝達することができる。したがっ
て出力端子は車両のアキュムレータ装置の充電端子に接続するよう構成されている。車両
はハイブリッド自家用車または電気自家用車とすることができ、アキュムレータ装置の容
量と出力は、ハイブリッド自家用車または電気自家用車での駆動エネルギー蓄積器として
使用できるように構成されている。出力端子はアキュムレータ装置の充電端子と接続され
るように構成されている。アキュムレータ装置はハイブリッド自家用車または電気自家用
車のための駆動エネルギー蓄積器として使用され、したがって内燃機関駆動されるアキュ
ムレータの容量よりも高い容量を有する。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、変換器は高さの調整可能な直流電圧を出力するよ
うに構成されている。調整可能な高さは、電気接続装置内のメモリにより設定することが
できる。または電気接続装置の入力端を介して通知することができる。したがって交流／
直流変換器は、電圧の高さを目標値として規定する値が格納されたメモリを有する。その
代わりにまたはそれと組み合わせて、交流／直流変換器（または接続装置）は、電圧の高
さを変換器に対する目標値として入力することのできる入力端を有する。その代わりにま
たはそれと組み合わせて、変換器または接続装置は、その位置が電圧の高さを目標値とし
て規定するスイッチを有することができる。最後に、その代わりにまたはそれと組み合わ
せて、変換器または接続装置は、その位置が電圧の高さを目標値として規定するポテンシ
オメータを有することができる。これにより電圧は変換器の出力電圧として、接続される
車両に依存して調整される。
【００１７】
　別の好ましい実施形態では、電気接続装置がさらに、電気接続装置の少なくとも１つの
ケーブルを収容するケーブルドラムまたは他の装置を有する。したがって接続装置は、変
換器を給電端子または出力端子または両方に接続するための少なくとも１つのケーブルを
有する。ケーブルドラムは、ケーブルを収容するための十分な内室を有し、さらに好まし
くはケーブルをケーブルドラムに完全に引き込むために巻取り機構を有する。「ケーブル
を実質的に完全に収容」とは、ケーブルドラムまたはその内室がケーブルの大部分を含み
、（存在すれば）短いケーブル部分と場合により給電端子または出力端子だけが完全にま
たは部分的にケーブルドラムの外にあり、少なくともケーブルは実質的に完全にケーブル
ドラム内に収容されていることを意味する。したがって「完全に収容」とは、給電端子ま
たは出力端子が完全にまたは部分的にケーブルドラムから突き出ている状態であると理解
されたい。同じことが給電端子または出力端子に直接接続されるケーブルの短い部分に対
しても当てはまる。少なくとも１つのケーブルは出力端子を、変換器を介して給電端子に
接続する。ここでケーブルは２つの部分を有することができ、これらの部分は変換器と出
力端子、または変換器と給電端子との間に設けられている。さらに１つのケーブルだけを
設け、このケーブルが変換器を給電端子と接続するか、または変換器を出力端子と接続す
る。この場合、付加的な外部ケーブルが電源端子または充電端子と接続するために必要で
ある。
【００１８】
　別の好ましい実施形態によれば、電気接続装置には保安機構が設けられており、接続さ
れた車両の発進を阻止する。この種の接続装置はさらに、出力端子内または交流／直流変
換器に設けられたセンサを有する。センサは、出力端子がこれに接続可能な充電端子に差
し込まれたか否かを電子的または機械的に求めるよう構成されている。したがってセンサ
は、出力端子と充電端子との間の接続状態を検出することができ、センサは保安機構のた
めに使用することができるデータを準備することができる。その代わりにまたはそれと組
み合わせてセンサは、電気接続装置が完全に巻き取られた状態にあるか否かを求めること
ができるように構成されている。したがってセンサは、ケーブルがケーブルドラム内に完
全に収容されているか否かを検出することができる。完全に収容されている場合には、充
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電端子と出力端子との間に接続がないことを前提にできる。この実施形態は、変換器と出
力端子との間にケーブル部分が存在する本発明の接続装置に該当する。センサはたとえば
、スイッチによって挿入された状態を検出することができ、またはケーブルドラムがさら
に巻き取られるか否かを検出することができる。その代わりに光学的検出機構等を使用す
ることもできる。別の実施形態によれば、センサには少なくとも１つの電気接点が設けら
れており、この電気接点は出力端子に設けられている。この電気接点は、出力端子が充電
端子内にある場合には充電端子内の接続要素によって接続され、出力端子が充電端子の外
にある場合には接続されない。
【００１９】
　これらのセンサデータは制御部にさらに伝送され、センサデータに基づいて車両をロッ
クし（すなわち車両の作動をブロックする）、出力端子が充電端子と接続されていない場
合には車両の発進を許可する。したがって本発明の接続装置は、出力端子とデータインタ
フェースを有し、このデータインタフェースは車両の充電端子のデータインタフェースと
接続することができる。出力端子のデータインタフェースは、制御データとセンサデータ
を、充電端子の相補的データインタフェースに出力するよう構成されている。センサデー
タは、出力端子の差し込み状態または接続装置の他の状態データを表す。とりわけセンサ
データは、出力端子が充電端子と接続されているか否かを表す。センサデータに基づいて
、本発明の接続装置、好ましくは変換器は制御データを形成し、この制御データは出力端
子のデータインタフェースを介して車両または車両の車両制御部に出力される。したがっ
て制御データは走行動作制御命令を含み、この走行動作制御命令により車両制御部は、始
動意思を無視し、または車両の走行状態への可能な全体的移行を抑圧する。制御データ、
とりわけ走行動作命令は、そのように構成された電気接続装置により形成される。ここで
センサデータも電気接続装置により形成され、出力端子を介して出力される。さらに出力
端子のデータインタフェースは、データを反対方向にも伝送するように構成されている。
接続装置から出力端子を介して車両に伝送される制御データは、走行動作制御命令を含む
。反対方向に伝送される制御データ、すなわち車両から接続装置に伝送される制御データ
は、充電命令または維持充電命令を含む。この命令にしたがい、変換器は充電電流を出力
するか、または維持充電電流を出力する。命令の代わりに、電圧目標値または電流目標値
を表す制御データを伝送し、それにしたがい変換器を駆動することもできる。さらに出力
端子から接続装置に伝送されるセンサデータは、目標充電特性または別の充電パラメータ
、とくに車両の運転状態データを表すことができ、そこから変換器は適切なモードを推定
することができる。
【００２０】
　それゆえに本発明の接続装置の出力端子には、スタート電流プラグの形態の電流伝達エ
レメントが装備されており、好ましくはケーブル接続された出力端子のデータインタフェ
ースでもあるコネクタも設けられている。データインタフェースは好ましくは、標準プロ
トコルによるシリアルデータインタフェースである。したがって車両は、車両内部の設定
にしたがい本発明の接続装置からロードされるデータ伝送プロトコルだけを知っていれば
よい。
【００２１】
　別の実施形態では、無線接続としてのデータインタフェースが設けられており、変換器
は対応する送受信装置を有する。そして変換器は、電流変換のために設けられたコンポー
ネントを無線インタフェースによって受信されたデータにしたがい制御する制御部と共働
する。
【００２２】
　本発明はさらに、電流により駆動される車両のアキュムレータ装置を充電する方法に関
する。この方法は、電気接続装置の使用に基づくものであり、上記の電気接続装置によっ
て少なくとも充電が行われる。この方法は、交流低電圧供給網の交流電圧を、アキュムレ
ータ装置の充電に適した直流電圧に変換する。その代わりに、交流電圧を（接続装置の変
換器により）、アキュムレータ装置の維持充電に適した直流電圧に変換する。すなわちア
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キュムレータと関連して、実質的に車両の自己放電および待機電流消費に相当する充電電
流が得られる直流電圧に変換する。変換器の直流電圧は、本発明の電気接続装置の出力端
子を介して車両の充電端子に供給される。しかし使用される変換器は、従来技術のように
車両内にあるのではなく、車両外の電気接続装置内にあり、この電気接続装置が車両と電
源端子との接続を行う。したがって電気接続装置、とりわけ交流／直流変換器は、充電中
に車両の外にある。変換器が車両の外に設けられていることによって、この変換器Ｈａ，
出力端子と充電端子との接続状態を検出することができ、相応に（たとえば走行モードを
ブロックするために車両制御部を制御することにより）応答することができ、さらに種々
異なる車両に対して使用することができる。とりわけ接続装置は分離可能なインタフェー
スを有しており、これにより変換器を別の車両に使用するため、および変換器を車両の外
でその目的のために使用するため、変換器をアキュムレータから分離することができる。
したがって本方法は、分離可能な接続を介して車両と接続する接続装置を含む。これは上
記のように、接続装置の出力端子と車両の充電端子によって行われ、これらの端子は互い
に相補形であり、分離可能なコネクタである。
【００２３】
　さらに本発明の方法は上記の保安機構を有する。この保安機構は、出力端子がまだ充電
端子と接続されているか否かを本発明の接続装置が検出することに基づくものであり、対
応して相当の制御信号または制御命令を形成することにより車両の始動または発進を阻止
する。（互いに相補形である）出力端子と充電端子の差し込み状態を検出する代わりに、
電気接続装置の引き出し状態を検出することもできる。引き出し状態は、ケーブルドラム
の内室に対するケーブルの状態を表し、出力端子とケーブルの大部分がケーブルドラム内
にある場合には、ケーブルと出力端子が実質的に完全にケーブルドラム内にあることが仮
定される。この場合、本発明の接続装置は引き出されておらず、出力端子は充電端子と分
離されていることが前提とされ、車両の始動過程または走行動作は中止されない。対応し
て、電気接続装置が車両の充電端子と接続されていること、すなわち出力端子が充電端子
と接続されていることが検出されると、車両の走行動作はロックされる。その代わりに、
電気接続装置が実質的に完全に引き出された状態にないことを検出することもでき、これ
により同様に車両の走行動作が阻止される。
【００２４】
　本発明の方法の別の実施形態によれば、本発明の電気接続装置が阻止機構のアクティブ
な構成部分であり、車両または車両の車両制御部に阻止命令を形成して通知する。したが
って阻止命令は電気接続装置により通知されるだけでなく、電気接続装置、好ましくは変
換器の制御部によって形成される。
【００２５】
　ここで阻止命令は、電気接続装置により設けられたデータインタフェースを介して通知
される。データインタフェースはとりわけ互いに相補形の出力端子と充電端子のデータイ
ンタフェースにより形成される。好ましくは、出力端子とそのデータインタフェースは互
いに機械的に結合されており、これにより出力端子を取り外すと、または差し込むと、出
力端子とそのデータインタフェースとの機械的に結合によって、このデータインタフェー
スが充電端子のデータインタフェースから分離され、またはこれと接続される。この機械
的に結合を介して出力端子と充電端子の取り外しまたは差し込みが、電気エネルギー伝達
のための接続とデータ伝送のための接続（すなわちデータインタフェースによる）とを同
期させ、両者は同時に取り外され、または差し込まれる。
【００２６】
　さらに出力端子と充電端子との機械的に接続を電気的または機械的センサにより検出す
るだけでなく、出力端子と充電端子との接続を電気的に監視することができる。このこと
は接続装置、とりわけ変換器が、電流の検査および相応する接点のセンシングによって接
続を検出することにより行われる。出力端子と充電端子との間の接点が故障していると、
電流が接続装置を通って流れることができず、そこから電流だけに基づいて、少なくとも
１つのケーブル、変換器、または給電端子または出力端子において、出力端子と充電端子
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との間に接触が存在しないことが推定される。電流が実質的にゼロになると、車両の走行
ロックが解除される。これに対して電流がゼロより大きい場合には、出力端子と充電端子
とが接続されていると評価され、出力端子と充電端子のデータインタフェースを介する制
御命令によって走行動作がブロックされる。制御データを電気接続装置によりアクティブ
に通知する代わりに、電気接続装置はポーリング法にしたがって制御データ／センサデー
タを車両制御部による呼出しに基づいて出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の電気接続装置の実施形態の基本図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図１は、出力端子１０と給電端子２０を備える本発明の電気接続装置の実施形態を概略
的に示す。電気接続装置はさらに、変換器制御部３２および交流を直流に変換するための
電力変換器３４が装備された交流／直流変換器３０を有する。したがって変換器３０は、
変換器の形態の電流変換要素３４を有するだけでなく、変換器制御部３２も有する。本発
明の接続装置の変換器３０はさらに、少なくとも１つのケーブル部分を収容するためのケ
ーブルドラム３６を有する。図１には変換器が象徴的にだけ示されており、制御機能、変
換機能、およびケーブル部分の格納機能は参照符合３２，３４および３６により象徴的に
示されている。変換器３０はこれらの機能を四角形の形に１つにまとめる。これに対して
実際の変換では、変換器を物体としてケーブルドラムによって規定することができ、ケー
ブルドラムの中にケーブル、制御部３２および変換要素３４が格納されている。本発明に
よれば、出力端子１０は、車両（図示せず）の充電端子１２と接続されるように構成され
ている。したがって出力端子１０と充電端子１２は相補形のコネクタエレメントである。
【００２９】
　同じように電源端子２２と接続される給電端子２０が設けられており、したがって給電
端子２０は電源端子２２と相補形に構成されている。電源端子２２は（図示しない）交流
低電圧給電網に接続されている。図１による本発明の電気接続装置はさらにケーブル４０
，４２を有し、ケーブル４０またはケーブル区間４０は交流／直流変換器３０と給電端子
２０との間に設けられていて、これらを互いに接続する。同じようにケーブル４２または
ケーブル区間４２は変換器３０と出力端子１０との間に設けられており、これらのコンポ
ーネント間の電気接続を行う。充電エネルギーを電源端子２２から充電端子１２まで伝達
するために設けられたケーブルの電気接続は実線により示されている。
【００３０】
　さらに本発明の電気接続装置は、点線で示した制御またはデータ接続線を有する。一方
ではこの種の制御接続を介して変換器制御部３２が変換要素３４と接続され、変換要素３
４を目標値設定にしたがって制御する。さらにケーブル４２は、電気充電エネルギーを伝
達する接続の他に、破線で示されたデータ接続も有する。データ接続線４４は、変換器３
０と出力端子１０との間に伸びている。さらに出力端子は、データ伝送装置４６を有し、
これは出力端子１０のためのデータインタフェースを形成する。インタフェース４６を実
現する接点は好ましくは、出力端子１０の電力伝達部分の接点と固定的に結合されている
。出力端子１０のデータインタフェース４６は、充電端子１２に所属するデータインタフ
ェース４８と相補形に構成されている。これにより、充電端子１２のデータインタフェー
ス４８と、これに対して相補形の出力端子１０と、変換器と出力端子１０との間に延在す
るデータ接続線４４との間でデータ接続が行われる。第１の実施形態によれば、データ接
続線４４は、ケーブル４２とは別個の物理的なケーブルとして構成されている。その代わ
りに、データ接続線４４を電力接続線４２から論理的に分離することもでき、物理的には
同じ実体を形成することができる。この場合、充電電力を伝達するために設けられたケー
ブル４２と、このケーブルに変調された信号のためのデータ接続線４４があり、信号は出
力端子１０で論理的に（たとえばフィルタリングにより）電力伝送４２から分離される。
この場合、制御部３２はこの種の変調および／またはフィルタリングを送受信のために行
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う。さらにデータ接続線４４を別のやり方で構成することもでき、この場合は充電端子１
２のインタフェース４８（または車両の制御部）が既存のケーブルと出力端子１０上に信
号を変調し、変調された信号は制御部３２によりケーブル接続４２から論理的に分離され
る。
【００３１】
　実際の実現とは関係なく、図１の実施形態は、制御データを車両（図示せず）から充電
端子および出力端子のデータインタフェース４６，４８を介して変換器３０に伝送するケ
ーブル接続線４４を示す。制御部は信号を検出し、それにしたがって制御線路３２’を介
して変換要素３４を制御する。同じ伝送方向でインタフェース４６，４８にセンサを設け
ることができ、センサにより出力端子１０が充電端子１２に差し込まれているか否かが検
出される。そのために（図示しない）付加的なセンサが出力端子１０に設けられ、差込み
状態を検出する。差し込み信号に対応するセンサ信号がデータ線路４４から変換器３０に
通知され、変換器の制御部３２がこの信号を検出し、そこから出力端子１０が充電端子１
２と接続されているか否かを導き出す。その代わりに、ケーブル４２を流れる電流をたと
えば変換要素３４または制御部３２により検出し、電流の流れから出力端子１０が充電端
子１２と接続されていることを推定することもできる。（検出方法とは関係なく）出力端
子１０が充電端子１２と接続されていること（またはそれらのデータインタフェース４６
，４８が互いに接続されていること）が検出されると、変換器３０の制御部３２は制御信
号を形成し、この制御信号がデータ接続線４４を介して変換器３０から出力端子１０のデ
ータインタフェース４６に通知され、このデータインタフェース４６から充電端子のデー
タインタフェース４８へ、そしてこのデータインタフェース４８からさらに車両の制御部
７０へ、車両に組み込まれたデータ線路５０を介して伝送される。この経路を介して、本
発明の変換器３０は、（図示しない）車両が走行状態に移行するのを阻止する阻止命令を
通知する。
【００３２】
　すでに述べたように本発明の電気接続装置は、車両の構成部分ではなく、電源端子また
は交流低電圧供給網の一部でもない。出力端子１０と給電端子２０は、電源端子２２およ
び充電端子１２に対してそれぞれ相補形の接続要素を形成する。対応するインタフェース
は破線６０，６２により示されており、インタフェース６０は電源端子２２と給電端子２
０との間のエネルギー伝達に用いられる。しかしインタフェース６２を出力端子１０と充
電端子１２の間（またはそれらのインタフェース４６，４８の間）の電力伝達（およびデ
ータ伝送）に用いるため、接続装置は電源端子２２と供給網とは分離している。インタフ
ェース６０もインタフェース６２も分離可能な電気接続であり、したがって電気接続装置
は基本的に車両からも電源端子からも分離可能である。
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